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初挑戦で現職市長を破って

当選した久喜市長の貴志信智

氏（）が４月27日、就任記

者会見を開いた。会見の中で

貴志市長は今後４年間の市政

運営で「子どもたちが大人に

なっても帰って来たくなるま

ちづくりを目指す｣と抱負を述べた

施策実現のキーワードとして安全便

利快適を挙げた具体的には安全面では

見守りカメラの設置、便利の面では日々進

歩するＩＣＴ・ＤＸ技術を活用して市役所

に足を運ばなくても行政手続きが完了する

システム、快適面では道路や公園といった

公共施設の維持管理充実を掲げた。子ども

向け遊び場を増やしたいとも述べた。また

梅田市政が掲げていた企業誘致は財源確保

のうえでも継承するとした。しかし本庁舎

の新築計画は白紙に戻すとした。

９
人
）
が
３
億
６
５
５
５

万
８
０
０
０
円
②
令
和
７

年
度
物
価
高
騰
臨
時
交
付

金
使
用
２
億
１
３
７
４
万

円
③
小
中
学
校
教
諭
負
担

金
７
５
６
８
万
３
０
０
０

円
④
市
持
ち
出
し
額
４
９

５
７
万
５
０
０
０
円
。

久
喜
市
の
「
小
中
学
校

同
時
給
食
完
全
無
償
化
」

へ
の
歳
出
総
額
は
７
億
０

４
５
５
万
６
０
０
０
円
だ

っ
た
。
財
源
措
置
の
内
訳

は
①
国
か
ら
の
小
学
校
給

食
無
償
化
へ
の
交
付
金

（
５
２
０
０
円
×
６
４
７

稀
。
埼
玉
県
内
40
市
22
町

１
村
で
見
る
と
「
小
中
学

校
同
時
給
食
完
全
無
償

化
」
は
県
教
育
局
が
４
月

15
日
ま
で
に
集
計
し
た
結

果
に
よ
る
と
鴻
巣
市
や
戸

田
市
、
美
里
町
、
東
秩
父

村
な
ど
６
市
10
町
１
村
し

か
な
い
。

負
担
を
ゼ
ロ
に
し
た
が
、

中
学
校
に
関
し
て
は
そ
の

方
向
性
こ
そ
打
ち
出
し
た

も
の
の
、
未
だ
父
母
負
担

が
続
い
て
い
る
。

久
喜
市
の
よ
う
に
４
月

か
ら
中
学
校
ま
で
給
食
費

父
母
負
担
を
ゼ
ロ
に
し
た

ケ
ー
ス
は
全
国
的
に
は

久
喜
市
は
４
月
か
ら
市

内
の
公
立
小
学
校
と
中
学

校
の
給
食
完
全
無
償
化
に

踏
み
切
っ
た
。

国
は
４
月
か
ら
小
学
校

の
給
食
費
に
つ
い
て
は
物

価
高
騰
な
ど
踏
ま
え
て
26

年
度
当
初
予
算
に
１
６
０

０
億
円
を
計
上
し
て
父
母

だ
っ
た
。

19
日
投
開
票
の
久
喜
市

で
は
届
け
出
順
に
前
市
議

の
貴
志
信
智
氏
（
39
）
と

元
市
議
の
渡
辺
優
氏(

73)

と
３
期
目
を
目
指
し
た
梅

田
修
一
氏
（
51
）
の
３
氏

が
立
候
補
し
、
市
税
の
使

い
方
な
ど
を
争
点
に
戦
い

を
繰
り
広
げ
た
。
結
果
は

貴
志
氏
３
８
０
７
７
票
、

梅
田
氏
２
１
４
４
９
票
、

渡
辺
氏
２
１
５
２
票
。
投

票
率
は
50
・
01
％
だ
っ

た
。

山
内
正
明
氏
（
51
）
の
３

氏
で
ま
ち
の
活
性
化
な
ど

を
争
点
に
戦
っ
た
。
結
果

は
高
橋
氏
２
０
１
６
４

票
、
関
口
氏
１
０
１
９
５

票
、
山
内
氏
２
７
４
１

票
。
投
票
率
は
36
・
21
％

氏
（
69
）
が
体
調
不
良
を

理
由
に
立
候
補
を
辞
退
。

立
候
補
し
た
の
は
届
け
出

順
に
前
市
議
会
議
長
の
関

口
孝
夫
氏
（
68
）
と
前
県

議
の
高
橋
稔
裕
氏
（
42
）

と
コ
ン
サ
ル
会
社
社
長
の

任
期
満
了
に
伴
う
市
長

選
が
４
月
、
加
須
市
と
久

喜
市
で
行
わ
れ
、
い
ず
れ

の
市
も
新
し
い
市
長
が
誕

生
し
た
。


日
投
開
票
の
加
須
市

で
は
１
期
目
の
角
田
守
良

額
は
５
億
８
９
６
４
万
３

０
０
０
円
。

内
訳
は
①
国
か
ら
の
小

学
校
給
食
無
償
化
へ
の
交

付
金
（
５
２
０
０
円
×
４

７
３
８
人
）
が
２
億
７
１

０
１
万
３
０
０
０
円
②
令

和
７
年
度
物
価
高
騰
臨
時

交
付
金
は
久
喜
市
の
よ
う

に
使
用
せ
ず
③
小
中
学
校

教
諭
負
担
金
５
６
８
１
万

５
０
０
０
④
市
持
ち
出
し

額
２
億
６
１
８
１
万
５
０

０
０
円
。

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２
０
２
６
年
度
当
初
予

算
に
「
小
中
学
校
同
時
給

食
完
全
無
償
化
」
経
費
を

計
上
。
そ
れ
に
よ
る
と
総

加
須
市
で
も
実
施

加
須
市
も
４
月
か
ら

「
小
中
学
校
同
時
給
食
完

全
無
償
化
」
に
踏
み
切
っ

 ▶読者プレゼント「キリンヘルシアうまみ緑茶」

 ▶読者プレゼント「大英博物館＆ＮＨＫ〝日美〟展」

 ▶久喜栗橋地区に悲願の路線バス運行へ

 ▶久喜親善大使にアイドル「久喜なほ」就任

久
喜
市

４
月
か
ら
実
施

県
内
40
市
で
も
稀

県
議
と
し
て
県
政
の
一

角
を
担
っ
た
。
そ
の
中

で
学
ん
だ
こ
と
は
何
か

と
の
記
者
の
質
問
に
黙

考
し
「
丁
寧
に
、
き
ち

ん
と
や
れ
ば
政
治
も
行

政
も
動
く
こ
と
」
と
述

べ
た
。

高
橋
さ
ん
に
任
せ
た

ら
ま
ち
が
よ
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
る
よ
う
、

「
真
心
」
「
誠
実
」

「
丁
寧
」
こ
の
３
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
大
切
に

市
政
運
営
に
当
た
る
と

決
意
を
述
べ
た
。

治
〟
の
原
点
だ
と
抱
負

を
述
べ
た
。

目
指
す
加
須
市
像
は

「
日
本
一
子
育
て
し
や

す
い
田
園
都
市
」
「
免

許
返
納
し
て
も
困
ら
な

い
ま
ち
づ
く
り
」
。
そ

の
き
っ
か
け
を
こ
の
４

年
間
で
つ
く
り
た
い
と

目
標
を
掲
げ
た
。

平
成
31
年
（
２
０
１

９
）
４
月
～
令
和
８
年

（
２
０
２
６
）
１
月
ま

で
の
約
７
年
間
は
埼
玉

加
須
市
の
現
状
を

「
充
満
す
る
停
滞
感
」

と
断
言
し
、
こ
の
打
破

が
自
分
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
だ
と
言
い
切
っ

た
。
そ
の
た
め
に
若
い

人
た
ち
の
生
き
生
き
し

た
感
覚
と
経
験
豊
富
な

シ
ニ
ア
の
意
見
に
耳
を

傾
け
る
と
強
調
。
全
世

代
参
加
型
が
〝
高
橋
政

加
須･

久
喜
新
市
長
が
誕
生

加
須
＝
高
橋
稔
裕
氏(

42)

久
喜
＝
貴
志
信
智
氏(

)

｢
真
心｣｢

誠
実｣｢

丁
寧｣

こ
れ
を
大
事
に
市
政
運
営

加
須
高
橋
新
市
長
の
抱
負

で
行
う
こ
と
を
聞
か
さ

れ
、
「
市
職
員
の
皆
さ

ん
の
時
間
は
市
民
の
財

産
。
私
を
迎
え
る
た
め

に
使
う
よ
り
も
市
民
の

た
め
に
使
う
べ
き
」
と

辞
退
し
た
理
由
を
説
明

し
て
い
る
。
貴
志
市
長

は
「
気
持
ち
は
嬉
し
い

が
市
役
所
は
業
務
過
多

で
す
。
私
の
姿
勢
を
示

す
意
味
で
も
よ
い
機
会

で
あ
る
と
判
断
し
た｣

と
綴
っ
た


新
市
長
当
選
後
、
職

員
の
出
迎
え
と
花
束
を

受
け
る
初
登
庁
セ
レ
モ

ニ
ー
を
貴
志
信
智
・
久

喜
新
市
長
が
辞
退
し
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

貴
志
氏
自
ら
20
日
Ｓ

Ｎ
Ｓ
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
」
で
発
信
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
市
幹
部

と
の
打
ち
合
わ
せ
で
４

月

日
実
施
予
定
の
初

登
庁
セ
レ
モ
ニ
ー
に
合

わ
せ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
ま

貴
志
新
市
長
初
登
庁
セ
レ
モ
ニ
ー
辞
退

久喜 貴志新市長就任記者会見久喜 貴志新市長就任記者会見久喜 貴志新市長就任記者会見
｢子供達が帰ってきたくなる
久喜のまちづくりを目指す｣
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ＪＲ東鷲宮駅東口広場に久喜市民待望のエレベータ
＆エスカレータ付の立体通路が３月28日に完成、駅前
で盛大な完成記念式が行われた。

同立体施設はＪＲ東鷲宮駅東口広場とその対面にあ
る大型商業施設ヤオコーや官民連携施設の桜田コミュ
ニティーセンター＆屋外型子どもの遊び場を、交通量
の激しい桂通りを横断せずに橋上で渡れるようにした
もの橋上通路部分は約23ｍ立体施設の全長は35ｍ。

2023年度から工事に着手し、本来はヤオコーと桜田
コミュニティセンターなどがオープンする24年秋の同
時完成を目指していたが、途中で建築資材の高騰や人
手不足といった不測の事態に見舞われ１年半も完成が
遅れた。総工費は４億9000万円。

やっと出来た立体通路
ＪＲ東鷲宮駅東口→ヤオコー＆公共施設を直結

区
間
は
利
用
者
が
少
な
い

と
し
て
来
年
４
月
１
日
以

降
は
廃
止
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

中
の
路
線
バ
ス
の
中
で

「
六
万
部
・
北
中
曽
根
循

環
」
と
「
除
堀
・
所
久
喜

循
環
」
の
２
路
線
の
一
部

署
、
国
交
省
、
市
民
代
表

な
ど
の
代
表
25
名
で
構
成

し
て
い
る
。

同
会
議
で
は
現
在
運
行

方
を
審
議
す
る
地
域
公
共

交
通
会
議
は
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
事
業
者
、
道
路
管
理

者
、
久
喜
・
幸
手
警
察

ポ
ー
ツ
広
場
→
南
栗
橋
１

２
丁
目
→
南
栗
橋
11
丁
目

→
香
取
神
社
稲
荷
大
明
神

前
→
東
鷲
宮
病
院
入
口
→

東
鷲
宮
駅
東
口
。

市
の
公
共
交
通
の
あ
り

駅
を
起
点
に
７
路
線
あ

る
。
15
年
前
の
合
併
前
か

ら
旧
久
喜
市
街
地
で
運
行

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
合

併
後
の
現
在
は
旧
菖
蒲
、

旧
鷲
宮
地
区
の
一
部
は
運

行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

旧
栗
橋
地
区
へ
の
運
行
は

皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
「
こ
の
地
域
格
差

を
な
く
せ
」
と
の
声
が
以

前
か
ら
強
く
出
て
い
た
。

市
民
部
の
根
本
英
子
・

交
通
課
長
（
４
月
か
ら
人

事
課
長
）
に
よ
る
と
、
今

回
の
実
施
計
画
で
決
ま
っ

た
栗
橋
地
区
運
行
の
路
線

バ
ス
ル
ー
ト
は
約
７
・
６

㎞
。
予
定
コ
ー
ス
は
南
栗

橋
駅
西
口
→
イ
オ
ン
ス
タ

イ
ル
南
栗
橋
→
南
栗
橋
ス

久
喜
市
栗
橋
地
区
に
住

む
市
民
待
望
の
路
線
バ
ス

が
来
年
４
月
１
日
か
ら
の

運
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

３
月
16
日
に
市
役
所
で

開
催
さ
れ
た
地
域
公
共
交

通
会
議
で
「
東
武
南
栗
橋

駅
」
～
「
Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮

駅
」
を
運
行
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。
市
で
は
来

年
４
月
１
日
か
ら
実
際
の

バ
ス
を
走
ら
せ
る
実
証
実

験
に
入
る
こ
と
を
決
め
、

今
年
度
は
同
路
線
認
可
を

国
に
申
請
し
、
併
せ
て
路

線
間
の
ど
こ
に
停
留
所
を

設
置
す
る
か
を
決
め
る
こ

と
で
準
備
に
入
っ
た
。

久
喜
市
が
運
行
す
る
市

内
循
環
バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
久
喜

た
。埼

玉
県
に
よ
る
と
県
内

で
寄
付
額
が
多
い
自
治
体

は
昨
年
度
は
第
１
位
＝
草

加
市
・
17
億
８
０
０
万

円
、
第
２
位
＝
北
本
市
・

13
億
５
８
０
０
万
円
、
第

３
位
＝
さ
い
た
ま
市
・
11

億
４
９
０
０
万
円
で
加
須

市
の
５
億
円
は
第
６
位
だ

っ
た
。
25
年
度
の
最
終
集

計
は
４
月
23
日
現
在
未
確

定
だ
が
、
３
位
に
食
い
込

む
可
能
性
も
出
て
き
た
。

加須市

ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
額

億
円

加
須
市
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
額
」
が
２
０
２

５
年
度
は
約
13
億
円
に
達

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

す
る
こ
と
」
「
災
害
時
に

お
け
る
動
物
の
救
護
活
動

に
関
す
る
こ
と
」
「
飼
い

主
に
お
け
る
飼
養
継
続
が

困
難
と
な
っ
た
犬
猫
の
保

護
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど

６
項
目
。

人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
」
を
企
業
理

念
に
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

な
ど
の
防
災
の
啓
発
を
始

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
や
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
情
報
発
信
強
化
と

言
っ
た
事
業
を
展
開
し
て

い
る
「
Ｆ
Ａ
Ｖ

Ｒ
ｅ
ａ

ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
」
（
本
社
東

京
都
江
東
区
青
海
）
。

連
携
協
定
の
内
容
は

「
人
と
ペ
ッ
ト
と
の
調
和

の
と
れ
た
共
生
社
会
の
実

現
に
関
す
る
こ
と
」
「
動

物
愛
護
の
普
及
啓
発
に
関

犬
猫
を
含
む
ペ
ッ
ト
が

大
切
な
家
族
の
一
員
と
し

て
扱
わ
れ
る
社
会
に
な
っ

て
様
々
な
課
題
が
浮
上
し

て
き
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ

が
災
害
時
の
対
応
だ
。
こ

の
社
会
課
題
解
決
の
た
め

に
久
喜
市
は
民
間
事
業
者

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
よ

う
と
３
月
末
、
ペ
ッ
ト
防

災
・
地
域
共
助
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

連
携
先
は
「
ペ
ッ
ト
と

を
話
し
て
い
る
。
市
で
は

こ
の
10
基
中
の
１
基
の
更

新
も
今
年
度
行
う
こ
と
に

し
た
。

２
０
２
６
年
度
当
初
予

算
に
防
犯
カ
メ
ラ
新
設
工

事
と
し
て
94
万
２
１
５
０

円
×
２
基
、
更
新
工
事
と

し
て
70
万
１
８
０
０
円
の

合
計
２
５
８
万
７
０
０
０

円
を
計
上
、
議
会
か
ら
承

認
を
得
た
。

加
須
や
新
古
河
、
八
木
駅

な
ど
に
10
基
の
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
。

市
に
よ
る
と
10
年
間
で

延
べ
１
６
２
件
の
情
報
提

供
を
行
い
、
犯
人
検
挙
に

貢
献
し
た
」
と
そ
の
効
果

た
。
今
後
警
察
と
協
議

し
、
早
け
れ
ば
６
月
以
降

に
工
事
に
入
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

同
市
で
は
平
成
26
年
～

27
年
に
か
け
て
主
要
駅
の

東
武
伊
勢
崎
線
加
須
駅
と

花
崎
駅
周
辺
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
し

犯
罪
を
未
然
に
防
ご
う

と
そ
の
抑
止
力
を
期
待
し

て
加
須
市
は
今
年
度
中
に

機
能
能
力
ア
ッ
プ
、
柔
軟

性
向
上
な
ど
が
中
心
。
参

加
費
は
無
料
。
６
月
ま
で

参
加
者
を
募
っ
て
お
り
、

７
月
～
12
月
は
実
際
に
講

座
が
開
始
さ
れ
、
12
月
に

は
市
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
に

も
参
加
で
き
る
。

詳
細
は
市
の
健
康
ス
ポ

ー
ツ
部
電
話
０
４
８
０
－

62
―
６
１
２
３
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
。

加須市

体
力
ア
ッ
プ
講
座

参
加
者
募
集
中

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健

康
な
身
体
を
維
持
し
て
い

こ
う
と
加
須
市
は
「
健
康

づ
く
り
・
体
力
ア
ッ
プ
講

座
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

講
座
の
内
容
は
「
こ
ど

も
・
親
子
」
「
成
人
」

「
シ
ニ
ア
」
に
分
か
れ
て

お
り
、
体
力
測
定
、
運
動

こ
ぼ
れ
話

加
須
の
ス
ー
パ
ー

〝
カ
ス
ミ
〟
閉
店
、
石
川
さ
ゆ
り
コ
ン

サ
ー
ト
情
報
な
ど
紙
面
に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
主
な
ニ
ュ
ー
ス
は
上
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
を
考
慮
し
て
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
た
も
の
。

市
に
よ
る
と
機
器
発

注
な
ど
を
経
て
す
ぐ
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
に
入

る
。
猛
暑
前
の
６
月
～

真
夏
の
７
月
に
は
８
校

と
も
最
低
１
基
は
設
置

で
き
る
「
暫
定
設
置
」

を
完
了
さ
せ
た
い
と
し

て
い
る
。
な
お
小
学
校

体
育
館
へ
の
設
置
予
定

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

別
教
室
に
対
し
て
は
１

９
８
９
年
度
ま
で
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い

る
が
、
体
育
館
は
抜
け

落
ち
て
い
た
。
体
育
館

は
災
害
時
の
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や

中
学
の
場
合
は
生
徒
の

部
活
動
が
小
学
校
に
比

べ
て
も
盛
ん
な
こ
と
な

災
事
業
費
」
と
環
境
省

の
「
脱
炭
素
推
進
事
業

費
」
を
活
用
し
て
市
税

負
担
の
軽
減
を
図
っ

た
。
こ
の
た
め
市
の
持

ち
出
し
は
４
４
５
万
３

０
０
０
円
で
済
む
。

同
市
で
は
市
内
の
小

学
校

校
と
中
学
校
８

校
の
普
通
教
室
及
び
特

猛
暑
対
策
の
一
環
で

加
須
市
は
今
年
度
中
に

市
内
８
つ
の
中
学
校
体

育
館
に
エ
ア
コ
ン
（
空

調
設
備
）
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
た
。
総
工
費

は
約
11
億
５
６
３
２
万

円
。
市
で
は
設
置
に
当

た
っ
て
総
務
省
が
制
度

化
し
た
「
緊
急
防
災
減

栗
橋
地
区
の
悲
願
つ
い
に
実
現

栗
橋
地
区
の
悲
願
つ
い
に
実
現

栗
橋
地
区
の
悲
願
つ
い
に
実
現

東
武
南
栗
橋
→
Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
に
路
線
バ
ス
来
春
運
行
へ

犯
罪
抑
制
で｢

防
犯
カ
メ
ラ｣

設
置
へ

加
須
市

東
武
加
須･

花
崎
駅
周
辺
に

エ
ア
コ
ン
今
年
度
中
に
設
置

加
須
市

市
内
全
８
中
学
校
体
育
館
に

久喜市

民
間
事
業
者
と
連
携
協
定
締
結

災
害
時
の
救
護
活
動
な
ど
６
項
目

飼
育
困
難
犬
猫
の

保
護
も
盛
込
む
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プレゼント
応募要項は
４ 面 掲 載

夢
は
文
化
会
館
の

舞
台
に
立
つ
こ
と

く
き
親
善
大
使
に
就
任

し
た
久
喜
な
ほ
さ
ん
に
今

後
の
夢
を
聞
く
と
久
喜
総

合
文
化
会
館
と
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
と
い

う
固
有
名
詞
が
出
て
き

た
。
久
喜
総
合
文
化
会
館

は
ふ
る
さ
と
久
喜
に
錦
を

飾
る
思
い
で
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
舞
台
に
立
ち
た
い

と
強
調
。
ま
た
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
は
今

で
も
憧
れ
の
象
徴
で
あ

り
、
業
界
の
大
先
輩
「
も

も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
」

の
ラ
イ
ブ
を
客
席
か
ら
見

て
い
た
の
で
今
度
は
舞
台

か
ら
客
席
を
見
た
い
と
語

っ
た
。

「
久
喜
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
」
を
選
考
し
て
い
る
。

委
嘱
第
１
号
は
久
喜
市

歌
を
依
頼
し
た
「
ゴ
ダ
イ

ゴ
」
の
リ
ー
ダ
ー
・
タ
ケ

カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
さ
ん
と
久

喜
市
出
身
で
「
ゴ
ス
ペ
ラ

ー
ズ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
躍
中
の
安
岡
優
さ

ん
。
そ
れ
以
降
こ
の
12
年

間
で
10
名
に
委
嘱
し
た

（
詳
細
は
別
表
参
照
）

す
。
何
か
考
え
が
ま
と
ま

ら
な
い
時
な
ど
よ
く
行
っ

た
。
自
然
が
き
れ
い
な
の

で
（
皆
さ
ん
）
是
非
足
を

運
ん
で
ほ
し
い
」
と
早
く

も
親
善
大
使
の
片
り
ん
を

み
せ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
「
く
き
親
善

大
使
」
は
久
喜
の
知
名
度

ア
ッ
プ
を
目
的
に
２
０
１

４
（
平
成
26
）
に
制
度
化

し
た
。
委
嘱
の
基
準
は

の
中
で
久
喜
な
ほ
さ
ん
に

親
善
大
使
委
嘱
し
た
決
め

手
は
、
一
つ
に
は
初
の
Ｚ

世
代
だ
っ
た
こ
と
、
も
う

ひ
と
つ
は
久
喜
な
ほ
さ
ん

自
ら
率
先
し
て
久
喜
市
の

知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し

て
き
た
努
力
、
そ
れ
が
選

考
委
員
間
で
好
感
を
呼
ん

だ
と
い
う
。

一
番
の
お
薦
め

久
喜
菖
蒲
公
園

久
喜
な
ほ
さ
ん
に
改
め

て
久
喜
の
魅
力
、
よ
さ
を

問
う
た
。
間
髪
入
れ
ず
返

っ
て
き
た
答
え
は
「
人
の

や
さ
し
さ
と
豊
富
な
自

然
」
。
一
番
の
お
薦
め
場

所
を
聞
く
と
「
菖
蒲
公

園
」
だ
と
し
、
「
心
が
と

っ
て
も
休
ま
る
場
所
で

Ｎ
Ｓ
が
話
題
に
な
っ
た
。

久
喜
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
課
の
目
黒
忍
・
課
長
に

よ
る
と
、
昨
年
の
親
善
大

使
選
考
に
は
候
補
者
が
10

名
程
度
い
た
と
い
う
。
そ

２
０
２
２
年
５
月
以

来
、
３
年
ぶ
り
に
「
く
き

親
善
大
使
」
委
嘱
を
決
め

る
久
喜
市
役
所
内
の
各
部

局
代
表
者
で
構
成
す
る
選

考
委
員
会
の
時
、
こ
の
Ｓ

秘
め
て
き
た
「
女
性
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ

て
皆
に
パ
ワ
ー
を
与
え
た

い
」
「
久
喜
市
の
親
善
大

使
に
な
り
た
い
」
と
の
夢

を
失
わ
な
か
っ
た
か
ら
こ

そ
今
の
立
場
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。

２
０
２
４
年
４
月
に
女

性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「
＃
Ｍ
ｏ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ
！
」

に
所
属
す
る
や
否
や
、
久

喜
な
ほ
さ
ん
は
ラ
イ
ブ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
で
自
己
紹
介
す
る

時
、
必
ず
決
め
台
詞
を
発

信
し
続
け
た
。

「
埼
玉
県
久
喜
市
で
生

ま
れ
育
っ
た
久
喜
な
ほ
で

す
。
目
指
せ
く
き
親
善
大

使
！
」

こ
の
効
果
は
抜
群
だ
っ

た
。

喜
市
は
野
菜
が
い
っ
ぱ
い

穫
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

そ
ん
な
仲
間
か
ら
の
声
で

決
ま
っ
た
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
加
入
時

の
自
己
紹
介
の
時
、
余
り

に
も
強
い
久
喜
愛
を
語
っ

た
こ
と
が
事
務
所
関
係
者

の
目
に
留
ま
り
、
ス
タ
ッ

フ
の
助
言
で
名
前
も
本
名

か
ら
現
在
の
芸
名
「
久
喜

な
ほ
」
に
変
更
し
た
。

機
運
上
昇
の
き
っ
か
け

は
何
が
引
き
金
に
な
る
か

は
神
の
み
ぞ
知
る
領
域
だ

が
、
か
つ
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー

映
画
創
設
者
ウ
オ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
氏
は
芸
能
を

志
す
人
々
に
「
夢
見
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は

実
現
で
き
る
」
と
の
名
言

を
残
し
た
。

久
喜
な
ほ
さ
ん
も
胸
に

こ
の
願
望
を
ず
っ
と
胸
に

秘
め
て
き
た
と
い
う
。

念
願
叶
っ
て
12
歳
の
時

に
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
に
所
属
。
以
降
浮
き
沈

み
の
激
し
い
芸
能
界
で
辛

酸
を
な
め
、
５
回
も
グ
ル

ー
プ
を
変
え
た
と
い
う
。

転
機
は
一
昨
年
春
、
心

機
一
転
を
図
ろ
う
と
所
属

芸
能
事
務
所
を
現
在
の

「
ゼ
ロ
イ
チ
フ
ァ
ミ
リ

ア
」
に
移
籍
し
た
こ
と
だ

っ
た
。
そ
こ
で
現
在
人
気

沸
騰
中
の
女
性
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
「
＃
Ｍ
ｏ
ｏ
ｏ

ｖ
ｅ
！
」
の
７
人
の
メ
ン

バ
ー
と
出
会
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
の
現
在
の
年
齢
は
16

歳
～
23
歳
。
久
喜
な
ほ
さ

ん
は
そ
の
中
で
ち
ょ
う
ど

真
ん
中
だ
が
「
私
が
一
番

の
し
っ
か
り
も
の
」
と
自

己
分
析
す
る
。

「
＃
Ｍ
ｏ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ

！
」
で
は
メ
ン
バ
ー
カ
ラ

ー
「
青
」
「
赤
」
「
ピ
ン

ク
」
「
オ
レ
ン
ジ
」｢

紫｣

「
白
」
「
緑
」
の
７
色
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
久
喜

な
ほ
さ
ん
の
色
は
「
緑｣



そ
の
理
由
を
聞
く
と
「
久

見
て
か
ら
だ
っ
た
。

「
何
て
き
ら
き
ら
し
て

い
る
ん
だ
ろ
う
」

「
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て

歌
っ
て
踊
る
、
そ
の
姿
を

見
て
、
と
に
か
く
今
ま
で

体
感
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
」

「
私
も
な
り
た
い
」

浜
市
に
あ
る
７
万
２
０
０

０
人
以
上
の
観
客
収
容
能

力
を
誇
る
日
本
最
大
級
の

屋
外
多
目
的
競
技
場
「
日

産
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
開
催

さ
れ
た
日
本
の
女
性
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
第
一
人

者
「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ

ー
Ｚ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

校
を
卒
業
、
「
今
で
も
そ

の
当
時
の
友
達
と
会
い
た

く
な
り
、
２
か
月
に
１
回

は
里
帰
り
す
る
」
ほ
ど
、

久
喜
へ
の
思
い
入
れ
は
半

端
な
い
。

芸
能
活
動
を
開
始
し
た

の
は
小
学
生
３
年
生
か

ら
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

に
所
属
す
る
ま
で
は
主
に

映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、

Ｃ
Ｍ
に
出
演
し
て
き
た
。

女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
に
並
々
な
ら
ぬ
憧
れ
を

抱
い
た
の
は
小
学
２
年
生

の
時
、
家
族
と
一
緒
に
横

歌
っ
て
踊
っ
て
そ
の
パ

ワ
フ
ル
な
姿
を
届
け
る
こ

と
で
、
見
る
側
を
よ
り
元

気
に
さ
せ
る
活
動
を
展
開

中
の
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル

ー
プ
「
＃
Ｍ
ｏ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ

！
」
の
久
喜
な
ほ
さ
ん

（
22
）
が
昨
年
11
月
、
久

喜
市
で
10
番
目
と
な
る

「
久
喜
市
く
き
親
善
大

使
」
に
就
任
し
た
。

久
喜
な
ほ
さ
ん
は
０
歳

～
17
歳
ま
で
久
喜
市
で
過

ご
し
た
生
粋
の
〝
久
喜
っ

子
〟
。
小
学
校
、
中
学
校

と
も
久
喜
市
内
の
公
立
学

プロフィール

久喜市くき親善大使一覧(敬称略)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

名 前

タケカワユキヒデ

安岡 優

市川 美織

川口 優輝

久 喜 北 陽
高校チア部

川内 彩

才木 玲佳

福原 香織

塚原あゆ子

久喜 なほ

肩 書 き

ミュージシャン

タレント

プロランナー

高 校 生

ミスユニバース
埼玉グランプリ

タレント

声 優

プロデューサー

アイドル

委嘱時期

2014年
11月24日

17年11月19日

18年３月11日

21年５月25日

21年７月７日

22年５月27日

25年11月９日

も
頑
張
ろ
う
ね
と
い
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
背

中
を
押
し
て
あ
げ
た
い
」

そ
う
話
し
て
微
笑
ん
だ
。

そ
う
か
ア
イ
ド
ル
っ
て

そ
う
い
う
役
目
な
の
か
。

閉
塞
感
漂
う
世
の
中
だ
け

に
、
フ
ァ
ン
ら
に
〝
元

気
〟
〝
パ
ワ
ー
〟
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

（
長
谷
田
一
平
）

た
。沈

思
黙
考
後
「
背
中
を

押
す
っ
て
こ
と
か
な
」
と

真
顔
で
答
え
た
。
「
ア
イ

ド
ル
を
見
て
、
歌
を
聞
い

て
、
踊
っ
た
姿
を
眺
め

て
、
私(

久
喜
な
ほ)

は
元

気
を
も
ら
っ
た
。
だ
か
ら

私
も
ラ
イ
ブ
に
来
た
人
た

ち
な
ど
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

か
、
パ
ワ
ー
と
か
、
明
日

記
者
の
目

一
途
、
ひ
た

む
き
な
人
だ
と
思
っ
た
。

幼
少
期
か
ら
芸
能
界
に
身

を
置
い
て
い
る
の
に
、
業

界
独
特
の
擦
れ
た
感
じ
は

全
く
な
か
っ
た
。

生
涯
ア
イ
ド
ル
を
続
け

た
い
と
い
う
久
喜
な
ほ
さ

ん
に
ア
イ
ド
ル
の
存
在
っ

て
一
体
何
な
の
…
と
最
後

に
質
問
を
ぶ
つ
け
て
み

久
喜
市

番
目
の
親
善
大
使

女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

｢
＃
Ｍ
ｏ
ｏ
ｏ
ｖ
ｅ
！｣

久
喜
な
ほ
(

)

就
任

も
も
ク
ロ
に
憧
れ
て

元
気･

パ
ワ
ー
を
発
信
中

長
年
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
訴
え
た

久
喜
愛
が
認
め
ら
れ
て

2004年４月２日生まれ

歳。17歳まで久喜市在住。

趣味はアニメ、マンガ、ア

イドル鑑賞と温泉、マッサ

ージ。久喜で好きな食べ物

は和菓子「塩あんびん」。

読者プレゼント

キ
リ
ン
が｢
ヘ
ル
シ
ア｣

を
４
月
７
日
か
ら
一
新

キ
リ
ン
ヘ
ル
シ
ア
う
ま
み
緑
茶

飲
み
続
け
た
い
お
い
し
さ
を
更
に
追
求

１
ケ
ー
ス(

24
本
入
り)

３
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

500㎖24本入り
１ケースを贈呈
します

す
べ
て
の
人
々
の
健
康

の
土
台
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
多

彩
な
企
業
活
動
を
展
開
中

の
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

（
株
）
が
新
た
な
提
案
と

し
て
４
月
７
日
、
生
活
に

取
り
入
れ
や
す
い
健
康
習

慣
と
し
て
、
新
商
品
「
キ

リ
ン
ヘ
ル
シ
ア
う
ま
み
緑

茶
」
を
販
売
し
た
。

新
商
品
「
キ
リ
ン
ヘ
ル

シ
ア
う
ま
み
緑
茶
」
は
１

０
０
０
㎖
と
５
０
０
㎖
の

２
種
類
。

「
キ
リ
ン
ヘ
ル
シ
ア
う

ま
み
緑
茶
」
の
特
徴
は

「
２
種
の
茶
葉
を
採
用

し
、
お
茶
の
う
ま
み
と
香

り
が
十
分
楽
し
め
る
こ

と
」
と
「
後
味
の
す
っ
き

り
感
」
そ
し
て
「
最
も
高

濃
度
の
茶
カ
テ
キ
ン
５
４

０
㎖
を
含
み
、
一
日
摂
取

目
安
量
５
０
０
㎖
で
、
内

臓
脂
肪
を
減
ら
す
の
を
助

け
る
」
こ
の
３
つ
だ
。

発
売
に
踏
み
切
っ
た
背

景
に
は
「
健
康
に
対
す
る

意
識
が
体
調
を
崩
し
て
か

ら
対
処
す
る
も
の
で
は
な

く
、
日
々
の
生
活
の
中
で

健
康
を
維
持
し
て
い
こ

う
」
と
、
考
え
方
が
大
き

く
変
化
し
て
き
た
こ
と
に

対
応
し
た
も
の
だ
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

（
株
）
は
「
う
ま
み
と
香

り
が
楽
し
め
る
贅
沢
な
商

品
に
仕
上
げ
た
」
と
絶
対

的
な
自
信
を
示
す
。
価
格

（
消
費
税
抜
き
希
望
小
売

価
格
）
は
１
０
０
０
㎖
＝

３
４
３
円
、
５
０
０
㎖
＝

２
０
３
円
。

本
紙
で
は
こ
の
キ
リ
ン

ビ
バ
レ
ッ
ジ
（
株
）
が
今

春
イ
チ
推
し
の
新
商
品

「
キ
リ
ン
ヘ
ル
シ
ア
う
ま

み
緑
茶
」
（
５
０
０
㎖
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
１
ケ
ー

ス
24
本
入
り
を
３
名
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
左
記
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
応
募
要
項
に
従

っ
て
期
限
内
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

収
穫
」
に
変
え
る
こ
と

で
、
高
齢
者
や
忙
し
い
現

代
人
で
も
継
続
が
可
能
。

３
，
環
境
再
生
＝
耕
さ

な
い
こ
と
で
土
壌
の
炭
素

固
定
が
進
み
、
生
物
多
様

性
が
戻
る
た
め
、
気
候
変

動
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
適
用
力
）
が
高
ま
る
。

例
え
ば
、
家
庭
菜
園
で

は
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
ズ
ベ
リ
ー

や
矮
性
イ
チ
ジ
ク
と
い
っ

た
「
丈
夫
な
果
樹
」
を
核

（
ベ
ー
ス
）
に
し
て
、
そ

の
足
元
に
耐
陰
性
の
あ
る

多
年
性
ハ
ー
ブ
や
野
菜
を

配
置
す
る
だ
け
で
、
立
派

な
「
小
規
模
・
協
生
農

法
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
ほ
っ
た
ら
か
し
農
業
」

や
「
共
生
農
業
（
シ
ネ
コ

カ
ル
チ
ャ
ー
）
」
と
い
う

考
え
方
は
、
単
な
る
手
抜

き
で
は
な
く
、
「
自
然
の

生
態
系
が
持
つ
修
復
力
と

生
産
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
」
と
い
う
非
常
に
高

度
で
合
理
的
な
戦
略
。

１
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

立
＝
耕
運
機
（
石
油
）
や

化
学
肥
料
（
天
然
ガ
ス
由

来
）
へ
の
依
存
を
断
ち
切

れ
る
。

２
、
労
働
か
ら
の
解
放

＝
従
来
の
農
業
の
よ
う
な

「
重
労
働
」
を
「
観
察
と

も
深
刻
だ
。

昔
、
上
杉
鷹
山
公
は
飢

饉
に
備
え
て
糧
も
の
を
庭

に
植
え
る
事
を
奨
励
し

た
。
福
岡
正
信
は
肥
料
に

頼
る
と
農
地
の
地
力
が
衰

退
す
る
と
言
う
。
ほ
っ
た

ら
か
し
農
業
は
、
農
業
と

い
う
産
業
と
矛
盾
す
る

が
、
家
庭
菜
園
に
は
使
え

る
か
も
。
現
在
の
一
般
的

な
農
業
は
、
膨
大
な
化
石

燃
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。
化
学
肥
料
（
特

に
窒
素
肥
料
）
の
製
造
に

は
膨
大
な
天
然
ガ
ス
他
が

必
要
。

信
長
の
叡
山
焼
き
討

ち
、
ル
メ
イ
の
東
京
大
空

襲
は
日
本
の
話
、
イ
ラ
ン

の
民
衆
は
知
ら
な
い
事
だ

が
、
イ
ラ
ン
の
食
料
自
給

は
か
な
り
ヤ
バ
イ
。
干
ば

つ
に
よ
る
水
不
足
が
深
刻

ら
し
い
。
日
本
で
は
海
峡

封
鎖
に
よ
る
油
断
を
騒
い

で
い
る
が
、
原
油
購
入
の

代
替
え
ル
ー
ト
は
確
保
し

て
い
る
と
の
話
し
も
あ

る
。
し
か
し
食
料
の
問
題

一般社団法人
農ある暮らし推進会

理事長

舘内正敏氏

国
際
紛
争
と
農
あ
る
暮
ら
し

(3) 2026年(令和8年)5月17日
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プレゼント
応 募 要 領

◆
応
募
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

上
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ

い

５
月

日
23
時


分
ま
で
。

◆
ハ
ガ
キ
の
場
合

希
望
プ
レ
ゼ
ン
ト

名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
本
紙
へ
の
感
想
を
書

き
、
〒
３
４
７
－
０
０
２
６
加
須
市

油
井
ケ
島
１
３
９
３
－
１
誠
農
社
内

の
農
時
新
聞
「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
大

英
博
物
館
＆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
＆
キ
リ
ン
係｣

へ
５
月

日
必
着
当
選
者
に
は
直

接
商
品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す


歌川広重《名所江戸百景
亀戸梅屋鋪》江戸時代

・1857年 大英博物館蔵
Ⓒ   
 

東
京
都
美
術
館
開
館

周
年
記
念
７
月

日(

土)

～

月

日(

日)

ま
で

｢

大
英
博
物
館
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

展

百
花
繚
乱
～
海
を
越
え
た
江
戸
絵
画

５
組

名
様

◆

◆

◆

「
東
京
都
美
術
館
開
館
１
０

０
周
年
記
念

大
英
博
物
館

日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

百
花
繚
乱
～
海
を
越
え
た
江

戸
絵
画
」
は
７
月
25
日(

土)

～
10
月
18
日
（
日
）
ま
で
東

京
都
美
術
館
で
開
催
す
る
。

開
室
時
間
は
９：

30
～
17：

30
。
た
だ
し
金
曜
日
は
20：

00
ま
で
。
入
室
は
閉
室
の
30

分
前
ま
で
。
休
室
日
は
月
曜

日
、
10
月
13
日
（
火
）
。
た

だ
し
８
月
10
日
（
月
）
、
９

月
21
日
（
月
・
祝
）
、

月


日
（
月
・
祝
）
は
開
室
。

観
覧
料
は
一
般
２
３
０
０

円
、
大
学
生
１
３
０
０
円
、


歳
以
上
１
６
０
０
円
、


歳
以
下
は
無
料
、
障
が
い
者

と
そ
の
介
護
者
１
名
は
無

料
。
詳
細
な
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
５
０
－
５
５
４
１
－
８

６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）

世
界
に
冠
た
る
〝
知
の

殿
堂
〟
大
英
博
物
館
が
所

蔵
す
る
貴
重
な
日
本
美
術

の
名
品
が
東
京
都
美
術
館

開
館
１
０
０
周
年
を
記
念

し
て
今
夏
一
堂
に
集
結
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

先
日
そ
の
概
要
を
知
ら

せ
る
記
者
会
見
が
東
京
都

美
術
館
で
行
わ
れ
た
。
記

者
も
参
加
し
て
き
た
が
、

概
要
説
明
を
聞
く
に
つ

れ
、
そ
れ
は
イ
チ
推
し
の

垂
涎
も
の
だ
っ
た
。

「
東
京
都
美
術
館
開
館

１
０
０
周
年
記
念

大
英

博
物
館
日
本
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

百
花
繚
乱
～
海

を
越
え
た
江
戸
絵
画
」

（
７
月
25
日
（
土
）
～
10

月
18
日
（
日
）
）
の
見
ど

こ
ろ
は
大
別
す
る
と
３
つ

あ
る
。

見
ど
こ
ろ
１
は
江
戸
時

代
を
代
表
す
る
８
大
浮
世

絵
師
の
版
画
と
貴
重
な
肉

筆
画
が
一
堂
に
展
示
さ
れ

る
こ
と
だ
。

見
ど
こ
ろ
２
は
イ
ギ
リ

ス
か
ら
初
里
帰
り
す
る
作

品
が
あ
る
こ
と
だ
。

見
ど
こ
ろ
３
は
英
国
ロ

ン
ド
ン
と
米
国
シ
ア
ト
ル

と
日
本
青
森
県
中
泊
町
に

点
在
し
て
い
る
襖
絵
が
約

１
５
０
年
ぶ
り
に
日
本
の

地
で
奇
跡
の
再
会
を
果
た

す
こ
と
だ
。

具
体
的
に
は
見
ど
こ
ろ

１
の
８
大
浮
世
絵
師
と
は

鈴
木
春
信
で
あ
り
、
鳥
居

清
長
、
喜
多
川
歌
麿
、
東

洲
斎
写
楽
、
初
代
歌
川
豊

国
、
葛
飾
北
斎
、
歌
川
広

重
、
歌
川
国
芳
。
こ
れ
だ

け
聞
い
た
だ
け
で
超
豪
華

メ
ン
バ
ー
だ
。

見
ど
こ
ろ
２
で
目
を
引

く
の
は
円
山
応
挙
「
虎
の

子
渡
し
図
屏
風
」
や
英
国

ジ
ョ
ー
ジ
王
子
（
の
ち
の

国
王
ジ
ョ
ー
ジ
５
世
）
と

久
保
田
米
僊
の
文
化
交
流

を
感
じ
さ
せ
る
合
作
「
蛍

図
」
、
桜
井
香
雲
「
法
隆

寺
金
堂
壁
画

九
号
壁

模
本
」
と
言
え
る
。

見
ど
こ
ろ
３
で
は
大
英

博
物
館
所
蔵
の
襖
絵
の
反

対
面
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア

ト
ル
美
術
館
が
所
蔵
し
て

い
る
こ
と
は
以
前
か
ら
知

ら
れ
て
い
た
が
、
２
０
２

４
年
９
月
、
青
森
県
中
泊

町
の
宮
越
家
に
あ
る
襖
絵

が
大
英
博
物
館
所
蔵
の
襖

絵
と
一
連
の
作
だ
と
い
う

こ
と
が
判
明
、
世
界
中
を

ビ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

駆
け
巡
っ
た
。
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円
山
応
挙
《
虎
の
子
渡
し
図
屏

風
》
江
戸
時
代
・
１
７
８
１
～

１
７
８
２
年

大
英
博
物
館
蔵

Ⓒ
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｔ
ｔ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｅ

ｓ

ｏ
ｆ

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｂ
ｒ
ｉ
ｔ

ｉ
ｓ
ｈ

Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ

中
学
生
以
下
、
障
が
い
者
と

そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
。

（
入
館
時
に
障
が
い
者
手
帳

な
ど
要
提
示
）
詳
細
な
問
い

合
わ
せ
先
☎
０
５
０
－
５
５

４
１
－
８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
）

開
催
中
。
休
館
日
は
月
曜

日
、
た
だ
し
５
月
４
日
は
開

館
。
開
館
時
間
は
10:

00
～

17:

00
（
入
館
は
閉
館
の
30

分
前
ま
で
）
。
入
館
料
は
当

日
一
般
２
０
０
０
円
、
高
校

生
・
大
学
生
１
２
０
０
円
、

◆

◆

◆

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術
館
５
０

年
展
」
は
３
月
28
日
（
土
）

～
6
月
21
日
（
日
）
ま
で
東

京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
で


エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
ム
ン
ク

《
マ
イ
ス
ナ
ー
嬢
の
肖

像
》
１
９
０
７
年

ひ
ろ

し
ま
美
術
館
蔵


ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
《
水

浴
》
１
８
８
３
－
１
８
８

７
年

公
益
財
団
法
人
大

原
芸
術
財
団

大
原
美
術

館
蔵


オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン

《
考
え
る
人
》
１
８
８
０

年

静
岡
県
立
美
術
館
蔵

５
組
10
名

ＮＨＫ日曜美術館５０年展
東京藝術大学大学美術館で６月日まで

番組を彩ってきた120点以上の名品＋アーカイブ上映

た
ほ
ど
魅
了
さ
れ
た
。

通
称｢

日
美｣

の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
文
化
・

芸
術
の
香
り
高
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
Ｅ
テ
レ
「
日
曜
美
術

館
」
が
今
年
放
送
開
始
し

て
50
年
の
節
目
を
迎
え

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
現

在
上
野
の
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

日
曜
美
術
館
５
０
年
展
」

と
銘
打
っ
た
美
術
展
（
６

月
21
日
ま
で
）
が
開
か
れ

て
お
り
、
連
日
大
人
気
を

博
し
て
い
る
。

同
展
の
見
ど
こ
ろ
は
３

つ
あ
る
。
１
つ
は
１
９
７

６
年
の
放
送
開
始
か
ら
２

５
０
０
回
を
数
え
る
番
組

に
登
場
し
た
様
々
な｢

美｣

の
魅
力
を
西
洋
・
日
本
の

絵
画
彫
刻
浮
世
絵
、
土

器
、
伝
統
工
芸
な
ど
１
２

０
点
を
超
え
る
名
品
を
５

つ
の
章
に
分
け
て
紹
介
し

て
い
る
こ
と
だ
。
２
つ
目

は
放
送
局
な
ら
で
は
の
企

画
と
し
て
番
組
に
出
演
し

た
著
名
人
が
語
る
芸
術
論

を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
視

ら
れ
る
こ
と
だ
。
３
つ
目

は
作
家
の
ア
ト
リ
エ
な
ど

創
作
現
場
に
カ
メ
ラ
が
入

っ
て
作
品
が
生
み
出
さ
れ

る
瞬
間
、
作
家
の
言
葉
な

ど
を
過
去
の
番
組
映
像
か

ら
味
わ
え
る
こ
と
だ
。

記
者
も
現
場
で
高
覧
し

た
が
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル

オ
ー
「
裁
判
所
の
キ
リ
ス

ト
」
や
熊
谷
守
一
「
朝
の

は
ぢ
ま
り
」
、
松
田
権
六

「
漆
の
花
生
」
な
ど
の
作

品
の
前
で
は
そ
の
迫
力
、

色
遣
い
の
素
晴
ら
し
さ
な

ど
で
暫
し
釘
付
け
に
な
っ

築
古
物
件
に
付
加
価
値
を

築
古
物
件
を
所
有
し
て
い
る
方

や
、
購
入
を
検
討
し
て
い
る
方
に

と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー

ム
す
べ
き
か
は
大
き
な
悩
み
の
ひ

と
つ
で
す
。
適
切
な
リ
フ
ォ
ー
ム

で
価
値
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
特
に
若
い
世
代
や
投
資
家

の
間
で
中
古
物
件
も
人
気
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
築
古
物
件
は
新
築

物
件
に
比
べ
て
購
入
価
格
が
低
い

た
め
、
初
期
投
資
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
、
立
地
や
周
辺
環
境
を
見

極
め
る
こ
と
で
、
需
要
の
高
い
エ

リ
ア
に
資
産
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
新
築
や
築
浅
物

件
と
競
争
す
る
た
め
に
は
、
独
自

の
「
付
加
価
値
」
が
必
要
で
す
。

間
取
り
・
設
備
・
内
装
を
更
新

し
、
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
魅
力

を
創
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

物
件
独
自
の
「
レ
ト
ロ
な
価
値
や

風
合
い
」
に
ど
う
魅
力
付
け
す
る

か
が
重
要
で
す
。
壁
紙
や
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
を
張
替
え
る
だ
け
で
な

く
、
時
に
そ
の
ま
ま
生
か
し
な
が

ら
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
、
「
水
回

り
」
を
重
点
的
に
最
新
設
備
へ
更

新
、
ま
た
断
熱
性
能
の
補
完
に
投

資
す
る
な
ど
、
機
転
を
利
か
せ
る

こ
と
で
、
再
度
住
み
た
い
と
思
え

る
住
ま
い
に
変
貌
で
き
ま
す
。
物

件
に
合
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
れ

ば
、
築
古
で
も
新
た
な
価
値
が
加

え
ら
れ
、
再
び
輝
き
を
取
り
戻
し

ま
す
。

ご
自
身
の
物
件
に
合
っ
た
リ
フ

ォ
ー
ム
に
は
ど
ん
な
選
択
肢
が
あ

る
か
、
プ
ロ
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。（

フ
ジ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
う
ど
の
）

2026年(令和8年)5月17日 (4)
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